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●
事
例
紹
介
●

地
域

と
連
携

し
た
実
践
型
医
学

教
育

プ

ロ
グ

ラ
ム

～
現
代
版

「赤
ひ
げ
」
の
育
成
を
目
指
し
た
長
崎
県

五
島
列
島
に
お
け
る
包
括
的
保
健

・
全
人
的
医
療

教
育

の
実
践
～

青

柳

潔

（長
崎
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
公
衆
衛
生
学
分
野
教
授
）

取
組
の
趣
旨

こ
れ
ま
で
の
卒
前
臨
床
医
学
教
育
は
大
学
病
院
を
中
心
と
し
て
行

わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
大
学
病
院
の
機
能
は
高
次

・
専
門

医
療
で
あ
り
、
大
学
病
院
で
の
実
習
で
は
、
い
わ
ゆ
る

「よ
く
遭
遇

す
る
病
気
」

に
接
す
る
機
会
が
少
な
い
こ
と
が

問
題
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
医
学
的
検
査
が
進
歩
し

た
こ
と

に
よ
り
、
検
査
デ
ー
タ
中
心
の
医
療
と
な

っ
て
し
ま
い
、
病

め
る
人
を
全
人
的
に
診
な
い
よ
う
に
な

っ
た
と
の
指
摘
も
あ
る
。

一

方
、
医
学
教
育
成
果
に
関
す
る
学
部
内
委
員
会
に
お
い
て
、
全
学
生

に
対
す
る
離
島
に
お
け
る
実
践
体
験
教
育
の
導
入
の
必
要
性
が
指
摘

さ
れ
た
。

離
島
は
人
口
規
模
が
小
さ
い
た
め
、
人
々
の
暮
ら
し
と
密
着
し
た

健
康
像
と
保
健

・
医
療

・
福
祉
体
制
を
身
近

に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
、
か

つ
中
核
病
院
と
近
隣
診
療
所
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
り
有

機
的
に
連
携
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
学
生
が
包
括
的
保
健
を
理
解
し

や
す

い
点
で
都
市
部
に
は
な
い
利
点
を
有
し
て

い
る
と
も
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
離
島
で
は
専
門
医
不
足
が
深
刻
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
プ

ラ
イ

マ
リ
ケ
ア
主
体
の
医
療
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
離
島
の
医
師

は
全
人
的
医
療
を
理
解

・
実
践
し
て
い
る
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
、
本
土
と
は
違

っ
た
特
性
を
有
し
て
い
る
た
め
、
離
島
に

お
い
て
は
、
地
域
に
強
く
密
着
し
た
保
健

・
医
療
体
制
と
独
自
の
広

域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、
地
域
保
健
、
地
域
医

療
を
学

ぶ
こ
と
を
通
し
て
包
括
的
保
健

・
全
人
的
医
療
教
育
を
行
う

の
に
最
適
の
モ
デ
ル
で
あ
る
。

長
崎
大
学
医
学
部
の
教
育
目
標
は
、
「
"医
学
を
学
ぶ
"
、
"科
学
を

学
ぶ
"
、
"人
間
を
学
ぶ
"
」
で
あ
る
。
離
島
で
の
実
習
は
医
学
、
科

学
を
学
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
医
師
と
し
て
の
社
会
的
責

任
感
、
倫
理
性
お
よ
び
自
律
性
の
確
立

（人
間
を
学
ぶ
）
に
繋
が
り
、

教
育
目
標
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

平
成

一
六
年
、
長
崎
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
に

「離

島

・
へ
き
地
医
療
学
講
座
」
が
長
崎
県
お
よ
び
関
連
す
る
五
島
列
島

所
在

一
市
五
町
に
よ
り
寄
附
講
座
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
そ
の
活
動

拠
点
と
し
て
、
長
崎
県
離
島
医
療
圏
組
合
五
島
中
央
病
院

（五
島
列

島
福
江
市
）
内
に

「離
島
医
療
研
究
所
」
が
設
置
さ
れ
、
長
崎
県
と

長
崎
大
学
と
の
離
島
医
療
連
携
の
拠
点
と
な

っ
て
い
る
。
今
回
の
学

生
離
島
医
療
実
習

・
地
域
保
健
実
習
で
は
、
こ
の

「離
島

・
へ
き
地

医
療
学
寄
附
講
座
」
も
医
学
教
育
研
究
と

い
う
側
面
か
ら
そ
の

一
翼

を
担

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本
取
組
は
長
崎
県
お
よ
び
関
係
医

療

・
保
健
機
関
の
全
面
的
支
援
を
受
け
て
実
施
し
て
い
る

（図
）。

【目
的
】

本
医
学
部
で
は
、
病
め
る
人
と
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

で
き
、
病
気
を
診
る
だ
け
で
な
く
病
め
る
人
の
心
と
お
か
れ
て
い
る

環
境
を
洞
察
し

つ
つ

（全
人
的
医
療
）、
病
気
を
治
療
す
る
だ
け
で

な
く
医
療
チ
ー
ム
や
家
族
と
力
を
合
わ
せ
、
患
者
の
家
庭

・
社
会

へ

の
復
帰
や
社
会
の
偏
見
を
克
服
し
て
患
者

の
社
会
参
加
を
真
摯
に
目

指
す

（包
括
的
保
健
）
医
師
を
育
成
す
る
こ
と
を
教
育
理
念
と
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
全
人
的
医
療
と
包
括
的
保
健
を
実
践
で
き
る
医
師

こ
そ
二

一
世
紀
に
求
め
ら
れ
る
医
療
人
で
あ
り
、
人
間
味
あ
ふ
れ
た

現
代
版

"赤
ひ
げ
医
師
"
と
も
言
え
る
。
本
取
組
は
、
本
医
学
部
の

図 プログラムの全体像
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教
育
理
念
に
基
づ
い
た
過
去
の
取
組
実
績
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け

る
高
年
次
実
践
型
臨
床
実
習
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域

（離
島
）
医

療
に
貢
献
で
き
る
医
療
人
の
育
成
と
い
う
地
域
の
切
実
な
要
請
に
応

え
る
点

で
他
に
類
例
の
な
い
特
色
的
な
も
の
で
あ
る
。
離
島
実
習
を

通
し
て
現
代
版

"赤
ひ
げ
医
師
"
を
育
成
す
る
こ
と
が
、
本
取
組
の

目
的
で
あ
る
。

【実
施
】

（
一
）
方
法

・
医
学
部
五
年
次
に
七
～
八
人

一
グ
ル
ー
プ
ず

つ
五
日
間
の
離
島
医

療

・
地
域
保
健
実
習
を
行
う
。

・
二
班

（A
、
B
）
に
編
制
し
、
そ
れ
ぞ
れ
離
島
医
療
実
習
と
地
域
保

健
実

習
に
あ
た
る
が
、
前
半
と
後
半
で
実
習
内
容
を
交
代
す
る

（表
）
。

（二
）
指
導
体
制

・
地
域
保
健
実
習
で
は
五
島
保
健
所
長
、
福
江
市
保
健
セ
ン
タ
ー
長

が
臨
床
教
授
と
し
て
公
衆
衛
生
学
分
野
教
官
と
と
も
に
指
導
を
行

い
、
地
域
医
療
実
習
で
は
五
島
中
央
病
院
長
、
富
江
病
院
長
、
三

井
楽
診
療
所
長
、
玉
之
浦
診
療
所
長
が
臨
床
教
授
と
し
て
総
合
診

療
科
教
官
と
と
も
に
指
導
を
行
う
。

・
地
域
保
健
実
習
と
地
域
医
療
実
習
の
指
導
体
制
全
般
を
、
お
の
お

の
公
衆
衛
生
学
分
野
と
総
合
診
療
科
の
教
授
が
統
括
す
る
。

（三
）
実
習
内
容

・
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

・
二
つ
の
班

（A
、
B
）
が
地
域
医
療
実
習
と
地
域
保
健
実
習
を
前

半
と
後
半
で
入
れ
替
わ
る
形
で
実
施
す
る
。

・
表
は
、
前
半
が
地
域
医
療
実
習
、
後
半
が
地
域
保
健
実
習
の
場
合

で
あ

る
。

【目
標
】

（
一
）

一
般
的
目
標
、
G
I
O

・
地
域
住
民
の
健
康
や
疾
病
と
生
活
環
境
と
の
関
わ
り
を
理
解
し
、

健
康

に
関
わ
る
問
題
を
解
決
す
る
考
え
方
の
基
本
を
身
に
付
け

る
。

・
地
域
医
療

・
地
域
保
健
実
践
の
場
で
必
要
と
さ
れ
る
知
識
、
情
報

収
集
能
力
、

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
能
力
に
つ
い
て
の
基
礎
を
身
に
付

け
る
。

・
保
健

・
医
療

・
福
祉
の
役
割
を
把
握
し
、
相
互
の
連
携
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
る
。

・
地
域
住
民
の
心
理
的

・
社
会
的

・
経
済
的
背
景
を
正
確
に
理
解

し
、
全
人
的
医
療
実
践
の
基
本
を
身
に
付
け
る
。

（二
）
個
別
行
動
目
標

、
S
B
O

・
中
核
病
院
の
先
進
医
療
と
プ
ラ
イ

マ
リ
ケ
ア
を
中
心
と
し
た
診
療

所
で
の
診
療
の
両
方
を
体
験
し
、
中
核
病
院
と
診
療
所
と
の
密
接

な
連
携
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
。

・

を
活
用
し
た
診
療
支
援
シ
ス
テ
ム
を
把
握
し
、
広

域
医
療
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
の
離
島
救
急
医
療
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
る
。

・
診
療
所
外
で
の
診
療

・
介
護
を
実
際
に
体
験
す
る
こ
と
で
、
地
域

医
療
に
お
け
る
在
宅
医
療

・
介
護
支
援

の
重
要
性
を
理
解
す
る
。

・
地
域
保
健
実
習
を
通
じ
て
、
地
域
に
お
け
る
保
健
所
の
役
割
や
保

健
医
療
シ
ス
テ
ム
を
理
解
す
る
。

・
地
域
住
民
の
健
康
像

・
疾
病
像
が
生
活
環
境

や
保
健
シ
ス
テ
ム
に

密
着
し
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
。

期
待
で
き
る
成
果

長
崎
県
は
日
本
で
も

っ
と
も
多
く

の
離
島
を
有
し
て
い
る
。
当
然

こ
れ
ら
離
島
に
お
け
る
医
療
の
充
実
は
最
重
要
課
題
の
ひ
と

つ
で
あ

る
が
、
現
実
的
に
は
医
療
の
高
度
化
に
伴
う
医
師
の
都
会
志
向
、
大

病
院
勤
務
志
向
の
中
に
あ

っ
て
、
定
数

の
充
足
も
ま
ま
な
ら
な
い
の

表 実習スケジュール

A班 （医療実習:月 ・火、保健実習:水 ・木 ・金）、B班 （医療実習:水 ・木、保健実習:月 ・火 ・金）

実習日
午前 午後

1日 目

2日 目

3日 目

4日 目

5日 目

月

火

水

木

金

担当部署

三井楽診療所

玉之浦診療所

（岐宿診療所）

五島中央病院

富江病院

（奈留病院）

五島保健所

福江市保健セン

ター

五島市社会福祉

協議会

実習内容

地域プライマリケ

アの実際

病診連携の実際

離島での先進医療

精神保健福祉

高齢者保健

母子保健

介護保険事業

担当部署

三井楽診療所

玉之浦診療所

（岐宿診療所）

五島中央病院

富江病院

（奈留病院）

五島保健所

福江市保健セン

ター

実習内容

在宅医療 ・介護の

実際

tele-medicineと 遠

隔診療支援システ

ム

環境保健 、感染

症 ・結核

成人保健

アルコール問題

移動 （福江→長崎）
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が
実
情

で
あ
る
。
離
島
で
の
医
療
活
動
の
充
実
の
た
め
に
は
、
そ
こ

で
の
医
療
活
動
を
支
え
る
人
材
の
養
成
が
急
務
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま

で
地
域
に
お
け
る
医
療
の
担

い
手
と
し
て
の
動
機
付
け
を
行
う
体
系

的
な
医
学
教
育
は
不
十
分
で
あ

っ
た
感
が
あ
る
。
将
来
の
医
療
を
担

う
学
生
に
医
療
過
疎
の
現
場
を
直
接
肌
で
感
じ
さ
せ
る
本
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
意
義
は
大
き
い
。

一
方
、
医
療
事
故
の
頻
発
や
医
療
訴
訟
の
急
増
な
ど
、
医
療
現
場

に
お
け
る
医
師
の
未
熟
な
倫
理
性
や
専
門
技
術
偏
重
に
基
づ
く
様
々

な
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
。
高
い
倫
理
性
と
プ
ラ
イ

マ
リ
ケ
ア
を
通
じ
た
全
人
的
医
療
が
二

一
世
紀
社
会
の
国
民
の
要
請

と
な
っ
て
お
り
、
医
学
部
は
そ
の
よ
う
な
医
療
を
担
う
人
材
の
育
成

を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
取
組
を
通
し
て
、
離
島
医
療
に
中
長
期
的
に
従
事
す
る
医
師
の

増
加
が
期
待
さ
れ
る
と
と
も
に
、
個
々
の
学
生
の
卒
業
後
の
進
路
の

如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場

・
地
域
で
国
民
に
信
頼
さ

れ
る
全
人
的
医
療

の
担

い
手
、
す
な
わ
ち
現
代
版

"赤
ひ
げ
医
師
"

と
な
る
た
め
の
動
機
付
け
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
と
確
信
す

る
。

学
生
の
意
見

・
感
想

「患
者
さ
ん
と
の
や
り
と
り
も
単
に
疾
患
の
こ
と

の
み
に
留
ま
ら
ず
、

日
々
の
生
活
の
こ
と
を
聞
く
な
ど
明
る
い
雰
囲
気
だ

っ
た
。
患
者
さ

ん
の
疾
患
だ
け
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
本

人
の
性
格
や
日
常
の

生
活
環
境
と

い
っ
た
そ
の
患
者
さ
ん
を
包
括
的

に
診
る
い
わ
ゆ
る
全

人
的
医
療
を
目
の
当
た
り
に
し
、
本
来
の
医
療

の
あ
る
べ
き
姿
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
活
動
と
い
う
も
の
に
魅

力
を
感
じ
た
」
や

「保
健
師
さ
ん
に
教
え
て
頂
き
な
が
ら
、
問
診
を

取

っ
た
。
健
康
な
人
の

一
人
ひ
と
り
、
健
診
に
対
す
る
想
い
や
、
病

気
に
対
す
る
不
安
度
な
ど
、
ぽ
ろ
っ
と
漏
ら
す

一
言
が
興
味
深
か
っ

た
。
健
康
な
人
や
保
健
師
さ
ん
の
仕
事
な
ど
、
病
院
に
い
て
は
み
ら

れ
な

い
仕
事
を
見
る
こ
と
が
楽
し
か

っ
た
。
健
診
で
は
、
医
師
は
さ

っ
さ
と
検
診
車
に
向
か
っ
て
、
舞
台
裏
を
見
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う

か
ら
、
い
ろ
ん
な
場
所
を
見
る
機
会
が
あ

っ
て
よ
か

っ
た
」
等
、
学

生
の
感
想
の
多
く
は
、
本
取
組
に
肯
定
的
だ

っ
た
。

●
事
例
紹
介
●

京
都
外
国
語
大
学

・
京
都
市

の

官

学
連
携

に
よ
る
観
光
振
興

～
多
言
語
で
京
都
を
発
信
す
る
～

古

川

浩

一

（京
都
外
国
語
大
学
教
務
課
長
）

一

背
景
と
目
的

京
都
は
海
外

の
文
物
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、
こ
れ
を
練
磨
し

熟
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
独
自
の
優
れ
た
文
化
を
創
出
し
、
現
在
も

日
本
文
化
の
中
核
で
あ
り
続
け
て
い
る
。
京
都
市
で
は

「京
都
市
観

光
振
興
推
進
計
画
～
お
こ
し
や
す
プ
ラ
ン
21
～
」
を
策
定
し
、
平
成

二
二
年
に
は

「
五
千
万
人
観
光
都
市

・
京
都
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て

い
る
。
日
本
に
お
け
る
外
国
人
旅
行
者
の
受
け
入
れ
は
国
際
競
争
力

が
低
く
、
欧
米
諸
国
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
も
劣
位
に
あ

り
、
京
都
に
お
い
て
も
外
国
語
に
よ
る
観
光
案
内
が
十
分
で
は
な
い

と
い
う
問
題
を
抱
え
な
が
ら
、
海
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致
を
重
点
課

題
と
し
て
い
る
。

本
学
は
、
地
元
の
外
国
語
大
学
と
し
て
そ
の
特
性
を
活
か
し
た
連

携
協
力
の
あ
り
方
を
学
内
で
検
討
し
、
学
生
が
外
国
語
と
異
文
化
を

学
ぶ
中
で
、
研
究
成
果
と
学
習
成
果
を
直
接
地
域
貢
献
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
、
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
確
立
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
る
本
取
組
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
平
成

一
六
年
六
月
に

京
都
市
と
観
光
振
興
の
分
野
に
お
い
て
、
連
携
協
力
の
た
め
の
協
定

を
締
結
し
た
。

二

取
組
の
概
要

本
取
組
は
、
「文
化
の
翻
案
」
と

い
う
新
た
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ

り
、
多
言
語
で
京
都
を
表
象

（新
た
な
京
都
の
創
造
）
し
、
多
様
化

し
た
社
会
に
供
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
地
域

へ
の
貢
献
を
図
ろ
う
と
す


